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　「巡回監査士」「巡回監査士補」は、税理士の４大業務（税務・会計・保証・経営助言）を実践する
ために必要な専門知識を一定以上有することを認められた資格（試験合格）であり、税理士とと
もに中小企業の存続・発展を支援する重要な役割を担っています。この資格は、コンサルタント
系民間資格の中でも最も権威ある公益社団法人全日本能率連盟が認証している資格です。今月
号では、以下の通り、令和７年度「巡回監査士・巡回監査士補試験」の結果をご報告します。

　巡回監査士試験は、令和７年11月4日にオンラインで実施され、1,099事務所2,579名が受験し、
合格者は537名（合格率20.8％）でした。
　また、巡回監査士補試験は、令和７年11月11日に実施され、1,665事務所5,170名が受験し、合格
者は1,032名（合格率20.0％）でした。
　受験者数は過去最多で、多くの方が熱心に試験に取り組まれており、巡回監査士制度の活用が、
多くの会員事務所に浸透してきました。
　なお、令和８年度の試験は、以下の日程で実施される予定です。関与先支援と事務所経営基盤
の強化に向けて一人でも多くの職員の皆さまにチャレンジを促していただければ幸いです。

過去最多の受験者数となりました！

巡回監査士試験　　令和8年11月 4日㈬
巡回監査士補試験　令和8年11月10日㈫

「巡回監査士・巡回監査士補試験」
結果のご報告

令和7年度

巡回監査士 巡回監査士補
事務所数 受験者数 合格者数 合格率 事務所数 受験者数 合格者数 合格率
1,099 2,579 537 20.8% 1,665 5,170 1,032 20.0%

巡回監査士 巡回監査士補
受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

巡回監査Ⅰ
(職業倫理・巡回監査) 855 639 74.7% 2,005 1,700 84.8%

巡回監査Ⅱ
(企業会計・経営助言) 850 574 67.5% 2,297 2,140 93.2%

所得税法 1,002 698 69.7% 2,648 1,628 61.5%
法人税法 1,077 542 50.3% 2,615 874 33.4%
消費税法 900 483 53.7% 2,628 1,534 58.4%
相続税法 1,143 549 48.0% 2,157 1,375 63.7%

◉令和7年度試験結果

令和8年度試験日程

◉令和7年度試験科目別合格状況

中央研修所

巡回監査士 ［公益社団法人全日本能率連盟認証番号0129］

認 定 証 巡回監査士

登 録 番 号： 0 0 0 0 0
氏　　　　名： 山田　太郎
交　　　　付： 2026年4月1日

：  
認 定 回 数： ★
資格認定団体： ＴＫＣ全国会

有 効 期 限 2027年12月31日

巡回監査士
認定証と、
巡回監査士バッジ
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T
K
C
城
北
東
京
会
で
は
合
同
支
部
例
会
が
開

催
さ
れ
、
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た
研
修
会
に
て
、

東
京
国
税
局
総
務
部
企
画
課
主
任
税
務
分
析
専

門
官
の
益
子
則
男
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

税
務
行
政
D
X
の
最
前
線

東
京
国
税
局
総
務
部
企
画
課

主
任
税
務
分
析
専
門
官
　
　
　
　
益
子
則
男
氏

本
日
は
『
税
務
行
政

の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
税
務
行
政
の
将
来
像

2
0
2
3
）』
に
つ
い

て
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
と
最
新
の
D
X
の
取
り
組

み
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

税
務
行
政
の
将
来
像
を
形
づ
く
る
三
つ
の
柱

税
務
行
政
の
将
来
像
を
形
づ
く
る
の
は
、
大

き
く
分
け
て
三
つ
の
柱
で
、
一
つ
目
は
「
納
税

者
の
利
便
性
向
上
」
で
す
。

国
税
庁
で
は
税
務
手
続
き
そ
の
も
の
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
て
お
り
、
現
在
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
日
常
的
に
使
う
デ
バ
イ

ス
か
ら
誰
で
も
簡
単
に
申
告
・
届
出
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を
活
用
し
た
自
動
入
力
の

拡
大
な
ど
「
申
告
の
自
動
化
」
を
さ
ら
に
加
速

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

二
つ
目
は
「
課
税
・
徴
収
事
務
の
効
率
化
・

高
度
化
」
で
す
。
A
I
や
デ
ー
タ
分
析
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

調
査
や
徴
収
の
精
度
を
高
め
、
必
要
性
の
高
い

分
野
に
人
員
を
重
点
的
に
投
入
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
令
和
８
年
に
は
東
京
国
税
局

で
次
世
代
シ
ス
テ
ム
の
K
S
K
2
や
G
S
S
が

導
入
さ
れ
る
予
定
で
、
調
査
対
応
の
環
境
も
大

き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

三
つ
目
は
「
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
」

で
す
。
請
求
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
か
ら
経
理
・
記

帳
・
申
告
ま
で
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
デ
ー
タ

で
一
気
通
貫
さ
せ
る
「
デ
ジ
タ
ル
・
シ
ー
ム
レ

ス
」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
事
業

者
の
生
産
性
が
向
上
し
、
税
務
行
政
に
届
く
デ

ー
タ
の
正
確
性
も
高
ま
る
と
い
う
双
方
に
メ
リ

ッ
ト
の
あ
る
仕
組
み
で
す
。

中
小
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状
と
期
待

商
工
会
議
所
等
に
お
け
る
中
小
企
業
の
実
態

調
査
に
よ
る
と
、
売
上
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
会

計
・
帳
簿
シ
ス
テ
ム
の
導
入
割
合
が
低
く
、
受

発
注
管
理
や
電
子
契
約
等
の
経
理
処
理
の
デ
ジ

タ
ル
化
も
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
相
談
相

手
と
し
て
は
税
理
士
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
選
択
や
既
存
シ
ス
テ

ム
か
ら
の
移
行
方
法
、
デ
ジ
タ
ル
化
方
針
の
是

非
な
ど
、
皆
さ
ま
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
導
入
効
果
の
説
明
や
補
助
金
の
案
内
な
ど
、

よ
り
踏
み
込
ん
だ
助
言
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
重
要
な
の
が
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
で
す
。

P
D
F
送
付
の
「
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス
」
と
異
な
り
、

シ
ス
テ
ム
間
で
自
動
的
に
デ
ー
タ
が
連
携
さ
れ

る
た
め
入
力
不
要
と
な
り
、
入
力
ミ
ス
の
削
減
、

デ
ー
タ
保
存
の
効
率
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

令
和
7
年
度
税
制
改
正
で
は
、
こ
の
イ
ン
ボ
イ

ス
デ
ー
タ
を
帳
簿
に
自
動
連
携
す
る
仕
組
み
が

電
子
帳
簿
保
存
法
に
位
置
付
け
ら
れ
、
一
定
基

準
を
満
た
す
場
合
は
重
加
算
税
過
重
措
置
の
対

象
外
と
す
る
優
遇
措
置
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
や
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ

イ
ス
の
普
及
な
ど
、
税
務
行
政
の
Ｄ
Ｘ
は
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、
税
理
士
の
皆
さ
ま

の
お
力
が
不
可
決
で
す
。
関
与
先
の
デ
ジ
タ
ル

化
促
進
お
よ
び
e
‐
T
a
x
普
及
に
引
き
続
き

ご
協
力
を
賜
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

そ
の
後
、
豊
島
・
練
馬
支
部
の
栗
田
慎
一
郎

支
部
長
に
よ
る
「
T
K
C 

D
X
研
修
」
等
が

行
わ
れ
、
T
K
C
城
北
東
京
会
合
同
支
部
例
会

は
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

（
首
都
圏
北
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

野
上
修
一
）

Ｔ
Ｋ
Ｃ
城
北
東
京
会
合
同
支
部
例
会
に
お
い
て
、

東
京
国
税
局
が「
税
務
行
政
Ｄ
Ｘ
の
最
前
線
」を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

■
と
き
：
令
和
8
年
2
月
12
日
㈭
　
■
と
こ
ろ
：
T
K
C
東
京
本
社

講
演
要
旨


